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第3表周辺の遺跡
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遺跡名 雛|」 時代 適棡・遺物 憎考

1 iM上伽 城、跡 【'1世 期切 文献「古城伽肚考」

2 林向 倣布地 則文 細文士器

3 野ノ上、 敗布地 縄文 抑文土器

4 上ノ沢Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

5 段ノ越 散布地 縄文 側文土器

6 沖 散布地 削文･古代 縄文土器、土師器 S63,112閥査→岩埋文(1990)

7 城（金田･･域） 城鮒跡 II'世末～近世 空堀、平嶋、土塁 文献｢古城館趾考」

8 八ツ長Ⅱ 散布地 縄文・古代・中世 抑文土器、中世住居、:1:師器 112調従→岩埋文(1992)

9 tm面Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師番

0 大川脱毛 敗布地 縄文 縄文土器

1 j三椛 敗布地 縄文 川文土器（晩Ⅲ）

2 堀野 災落跡・祭腿跡 削文･古代 古jn、朧手刀、竪穴住ﾙﾘ、配石 S28.37~39岩火発掘訓斑

3 上町 散布地 細文 縄文土群

4 上、面 典落跡 縄文・弥生・古代 縄文土器（早期)、方形周概墓、
平憐住居跡、土師器、蕨製品

S51,52県文化課が調査e (バイパス関連)、
S52,53脚礎→岩埋文(1981)

5 栂過IH 肢布地 側文 古代 細文土器、土師器

6 災削A 典落跡 縄文 古代 竪穴住暗、奈良・平安住居跡 S56糾礎→岩塊文(1982)

7 腿涌B 典落跡 縄文 古代 繩文早期住居跡、奈良・平安住居跡 S51,52削査→岩埋文(1982)

8 長瀬C 集落跡 切文 古代・中世 奈良・中世住居跡、土節器 S56関売→岩埋文（ 983）

19 跿詞、 巣落跡 細文・中if 抑文現期住居跡、中世住居跡、

火界Ing

S52期を→岩埋文（ 981)

20 東ノ上 典落跡 抓文・中 削文!illW，中～後期ｲ柳赫、
中世住居跡

S56測壷→\狸文（ 982）

21 沢内 集落跡 縄文 縄文後期住居跡､縄文土器(後晩期） S52Wf→岩埋文（ 978）

22 沢内B 巣落跡 縄文 縄文中期住居跡、I1!世住居跡、
陶磁器

S53mf→鳴埋文(1978)

23 佐佐木館（稲荷館） M布地,城鮒跡 縄文・中枇 削文j器、土師器、堀 文献｢古殿伽阯孝」
24 米沢（米沢館・エン航） 典落跡,城館跡 中仙 竪穴住勝跡、r脚跡、士端腓 S47～52鼎文化隈が闘登。（二戸バイパス

関逗)、S62調査一岩埋文(1988)

25 上平I 散布地 縄文・古代 何文土譽､土輝器

26 上平､ 敗布地 側文・古代 縄文土器（晩朗)、土師瀞

27 上平Ⅳ 散布地 則文・古代 糊文士器、土師勝

28 艮枇 散布地 削文 側文土器

29 下村 典落跡 削文・古代 縄文前期、中期住居跡、
縄文土普（前～中～後期)、配石

S51県文化課､S60二戸市軟委調査。
(二面バイパス関連)、

Ⅱ8飼査→清埋文(2噸）

30 下村B 典落跡 縄文 縄文‘11期住居跡、
削文土器（中～後期）

S419,50脚従→岩埋文(1983)

31 上村 典落跡 籾文 M1文中期住居跡、縄文土器（中期） S49,50脚f→岩埋文(1983)

32 鴬谷A 典落跡 縄文 靱文中期住居跡、縄文土器（中期） S50@51岡碓→岩埋文(1983)

33 II'脚恨 典落跡 縄文・古代・中世 住居跡、円形周獅、土畑群 S52 (市過中曲根綴)、S53～劃（二戸バイ

パス関連)詞迩一・二同市牧委(1978)
34 中仙帆Ⅱ 典蒋跡 側文・古代 竪穴住勝跡、側文土器 S53.54刷査→二戸T1j牧姿(1981)

35 惜珊 城館跡 則文・中世 細文岩間（晩期)、1盤（棄破壊） S57二戸11敵委捌査

36 八幡下 肢布地 靱文 縄文土器（晩期）

37 横長根 欣布地 縄文 縄文土蕃

38 tIII I 敗布地 側文 側文士器

39 土IIII 敗布地 縄文・古代 削文土器、土師器

40 火行蝋 典落跡 細文･弥生・古代 削文11期住居跡、弥j地合M，
弥生土器類、土師器

S53,5崎埋文センター閥世。二戸パイパ
ｽ関巡

41 上里 集落跡･域鰯跡 縄文・中世 大瑚住居、フラスコ土坑群､堀跡、
人什、獣骨、土製品

S53.51滑煽文センター劉査．二戸パイパ
ｽ開巡、S60~62二戸市孜委閏従

42 在府小路 敗布地・城館跡 削文・中近世 縄文土器、照跨、陶磁群 九Fj城開通週赴

43 九戸城(白鳥城・柵間域） 城館跡 中近枇 綱文土器、堀跡、イ鰍、桝形 SIO叩綻。本丸、ニノ九、三ノ九（脂定
地外）松ノ九、石沢鮒、悩険館からなる

44 村松館 戦館跡 近世 文献「古域館趾考」



Ⅲ野外調査と室内整理

1．野外調査

(1)調査区の概要

調森区の現況は、本調査区の中央部分に流れる下水路から北方は畑地、南方は宅地であった。当埋蔵文化

財センターが行う野外澗交は、二戸市新幹線対策課との発掘調査業務委託契約の中で、遮柵検出面からの澗

査を行うことになっていたため、二戸市教育委員会では表土から遺櫛検出面までの調査を、「株式会社シン

技術コンサル」に委託した。なお当埋蔵文化財センターが調査を開始する時点では、下水路から北方だけが

遺櫛検出面まで掘削されていたため、澗査をこの区域から始めた。この報告害では便宜上、下水路から北方

を澗森A区、下水路から南方を澗森B区とする。野外調森期間は平成12年4月12日～8月4日であった。

（2）調査区の設定と避櫛の呼称

本過跡の澗査区域は、東西約80m、南北約145m、北北東～南南西方向に蝦大長をもつ。「株式会社シン技

術コンサル」が設定した基準点は以下のとおりである。

T-1 X=+28,145.067 Y=+38,582.045 H=119.724

T-2 X=+28,181.317 Y=+38,597.570 H=119.732

また「株式会社シン技術コンサル」では、図面上で、基準点から平面直角座標を組み、調査A区を網羅す

るグリッドを設定していたので、本調査においてもそのグリッド名を用いて調査区全体まで広げたグリッド

を設定した。グリッドは5m毎の小区i曲iで、南側～北側に向かってA～Zおよび、 r～Zの名称を付け、西

側～東側に向かってl～100の名称となる。遺物の取り上げや遺柵名の命名は、北西を起点としており、辿

構名は、原則としてグリッドと遺構の種類を組み合わせて、M6竪穴建物跡1号、 P9土坑1号などと呼称

した。遺櫛が二つ以上のグリッドにかかる場合は、原則として検出時のプランで北端が含まれるグリッドで

過櫛名を命名した。ただし瀧跡・水路は多グリッドに亘るため、溝1号．l号水路と呼称した。柱穴状土坑

はPlから通し番号で命名している。なお本報告書で使用した名称は、調査時の名称を整理し改名している

ものもある。

（3）粗掘り、遺櫛検出・精査

任意に設定したトレンチで、土層の堆稲状況と遺櫛・遺物の残存状況の把握につとめた。第4図はトレン

チを入れた地点を示す。初めはⅡ届下位～Ⅲ層で遺櫛検出を行った。土層断面に十和田a降下火山灰層はな

く、遺櫛埋土として検出されている。無通櫛区域は人力・璽機で掘削し、Ⅳ～Ⅵ層で過櫛検出に務めた。

検出きれた遺櫛は2分法、4分法を用いて精査を行い、必要な記録はフィールドカードに記録した。

（4）実測・写真撮影

遺柵の平面実測は小グリッド（5×5m)をさらに1×lmのメッシュに区切り、簡易遣り方測逓で行っ

た。縮尺は1/20を原則とし、必要に応じて任意の縮尺の図面を作成した。

写典搬影は6×9版モノクロ･35mnlモノクロ･35mnlカラーリバーサル用のカメラを各1台ずつ使用し、

遺柵の平面・断面・遺物出土状況を中心に搬影を行った。
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2．室内整理

室内整理については､平成l2年8月1日から平成l3年3月30日までの7カ月間の室内整理を実施した｡よっ

て、調査員は平成12年8月1日～lO月31日まで野外調査と並行して行った。

（1）遺柵図面

過栂図面は､野外調査時は平面図､断面図ともに縮尺1/20を原則とし､必要に応じてl/5,1/1Oで作成を行っ

た。必要に応じて、それらを修正・合成した第二原図を作成し、トレースを行った。

（2）遡物

遺物は、洗浄（遺物水洗）と出土地点ごとの仕分けを現場で野外調査と並行して進めた。注記・接合・復

元を行った後に、登録・選別の作業を行った。

（3）写真

野外調査中に撮影した写真は、フィルムの規格ごとにモノクロはネガアルバムに、リバーサルフイルムは

スライドアルバムに、ポラロイドはアルバムに整理した。

（4）報告書について

く逝栂の記載〉 竪穴建物跡、掘立柱建物跡、井戸跡、土坑、墓壌、溝跡、焼土遺構、柱穴状小土坑の順

で行う。同秘過柵では、北方に位世するものから順に記職する。

<過物の掲職〉 掲戦順に1から連番を付けている。過物掲載番号は、図版･写典とも同一の番号である。

<遺榔図版> 1/60を基本とするが、遺櫛の性格に応じて縮尺を変えている。但し、三角スケールで計

測できる定型縮尺とし、挿図の右下にスケールを付けている。掲載順は遺柵の事実記載

に準じている。

<遺物図版＞ 土器類を1/3を基本として大きさにより1/4･1/6、石器類を2/3～1/6で掲戦した。

<遺柵写真図版〉 全て任意である。掲載順は、事実記赦や遺櫛図版と同様である。

<遺物写真図版〉 土器類1/3･石器類2/3･1/3を基本とする。

<凡例〉

鰯回回園鰯繍灘
焼土 土器 礫 カクラン すり たたき 朱

第6図凡例
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第7図周辺の地形図
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Ⅳ検出された遺構

検出された辿柵は、竪穴建物跡1棟、掘立柱建物跡2棟、井戸跡2蕪、土坑20垂、蕊城5基、櫛1条、焼

土遺構1基、柱穴状小土坑199基である。第9図に遺櫛配世図を褐戦している。時代は推定を含め、古代・

中世・近代である。個々の遺櫛の記載は、上記の順に行う。

1．竪穴建物跡

調査A区で1棟が検出されている。形状的特徴は、張り出し部が壁中央部にみられることである。

M6竪穴建物跡1号（第10図、写真図版3)

〈位置〉 調査区A区ほぼ西端のM6グリッドⅢ層で、黒色土のプランを検出した。

〈重複関係〉 調査区A区を横断する1号水跣と重複し、当竪穴辿物跡が新しい。

〈埋土〉 中抑浮石を少斌混入する照色シルトの単届である。

〈規模・形状〉 平面形は、北西一南東約4m、北東一南西約3Inの長方形状を呈する。壁高はおよそ30~

40cmを測り、北西壁が高く、南東壁が低い。張り出し部は北東壁中央部につくられ、端部からlm程のとこ

ろまで緩やかに傾斜し、その後床面とI剣じ深さまで掘り込まれている。

〈建物方位〉 張り出し部方位は、N-47°－Eである。

〈柱穴配列〉 壁沿いの床面および中央部からll基検出された。いずれも主柱穴と思われる。

〈柱間配列〉 北西壁の約2.55m8尺4寸は北東からl.18m+1.37Inの2間、南西壁の約3.57mll尺8寸は

北西から2.01m+0.87m+0.69mの31Ⅲ、南東壁2.64m8尺7寸は北東からl.26m+l.38mの2iⅢ、北東壁

3.45mll尺4寸は南東から1.lOm+2.35mの2間にそれぞれ細分される。

〈柱穴規模〉 平面形は円形を基調とする。P53･P55．P56･P70･P76･P77は屋外柱穴の可能性がある。

第4表M6竪穴迦物跡1号柱穴計測表

〈床面〉 床面は黒褐色土で栂成される。床面には酸化鉄の集積が広がり、水の影響を受けている様相を呈

する。おおむね堅い。

〈床面積〉 約3坪である。

〈付属施設〉 炉跡と推測される焼土や、壁櫛などの付属施設は検出されていない。

〈出土遺物〉 埋士上位から縄文土器が、床而下部からブレークが出土した。縄文土器は流れ込みのもので

本遺榊の時期を示すものではないと思われる。

〈時期〉 時期を示す遺物は出土しなかったが、形状から中iltと思われる。

〈備考〉 縄文土器は取り上げ後不明となったため、記載していない。

-17-

柱穴No. PPl PP2 PP3 PP4 PP5 PP6 PP7 PP8 PP9 PP10

開口部径(cm) 20×18 28×25 25×23 23×21 25×24 25×21 18×17 28×26 25×16 14×12

深 さ(cm,) 16．7 17．6 22.0 16．8 11.7 17．3 16.4 24.4 15．3 18.1

底面標商(m) 119.72 119．78 119.79 119．77 119．79 119．74 119．77 119.73 119．89 119.76

柱穴No. PPll PP12 PPl3 P53 P55 P56 P70 P76 P77

開口部径(cm) 14×1l 12×12 12×10 23×23 25×20 18×16 21×19 20×18 22×20

深 さ(cm) 17．3 16 10 21 15 8 32 32 19

底而標高(m) 119.75 119．92 119.99 120.01 120.18 120.2 119,94 120.5 120.09
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2．掘立柱建物跡

鯛査B区で2棟が検出された。1棟は出土過物から近世と捉えられる。

記戦は、検出位悩の北側のものから順に行う。

D5掘立柱建物跡1号（第ll図、写真図版4)

〈位圃〉 調在B区中央より南東側、 B8．B9･B10･C9･A9グリッドⅢ咽で、黒褐色土を埋土とす

る柱穴列を検出した。

〈重複＞ なし。

〈平面形式・方向〉 柱穴列が調査区外へ延びているため規模が不明であったが、その後二戸市教委が隣接

区を調査し、ほぼ明らかになった。それによると、桁行5IHI (総長ll.lm)、梁行3間（総長6.8m)の北東

一南西棟建物と推定される。桁行の軸方向はN-56o－Eである。使用した柱穴は13基で、調査区外では二

戸市教委が2基検出している。周囲は現代耕作痕や撹乱が激しく、他柱穴は掘削きれたものと思われる。

〈面祇〉 約22.9坪

〈柱穴規模＞柱穴の平面形は円形を基調とする。

第5表D5掘寸幹建物跡1号柱穴計測表

〈柱間寸法〉 桁行では7尺3寸(220cm)、梁行では6尺3寸(190cm) と10尺3寸(310dn)が使用されて

いる。

〈付属施設＞ なし。

〈出土遮物＞ なし。

〈年代〉 時期を示す避物が出土しないことから不明である。建物方位の周辺の通跡との比較や柱穴の様相

から中世の可能性がある。

B9掘立柱建物跡1号（第12図、写真図版5)

〈検出状況〉 調査B区中央より南東側、B8 ．B9･B10･C9･A9グリッドに位置する。Ⅲ層上位で

検出された。

〈亜複〉 なし。

〈規模・方向＞ 桁行31m半（北西一南東・総長5.50m)、梁行2間半（北東一南西・総長2.30m)の北西

一南東棟建物である。桁行の軸方向はN-36o－Wである。

〈面祇〉 約12,2坪

<柱穴> 16韮使用している。

〈柱穴規模＞柱穴の平面形は円形を基調とするが、一部不整形もある。

－19－

柱穴No. P31 P32 P33 P34 P35 P36 P37 P38 P39

開口部径(cm) 88×78 79×74 73×69 (50) 102×71 33×29 90×81 90×86 75×60

深 さ(cm) 28 24 25 6 59 11 34 29 22

底面標高(m) 119.75 119.78 119.77 119.88 119.47 119.89 119.64 119．66 119.71

柱穴No. P41 P44 P45 P46

開口部径(cm) 86×80 93×82 70×67 92×72

深 さ(cm) 26 26 16 30

底面標高(m) 119．65 119.65 119．66 119．52
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第6表B9掘立柱建物跡1号柱穴計測表

<柱間寸法＞ 桁行5尺9寸(180cm)、梁行7尺4寸(228cm)を韮調としており、桁行と梁行で長さが異なる。

<付属施識なし

<出土遺物> P109．P123埋土中から寛永通宝（新寛永：初鋳年1668年）が出土している。

<年代〉 近世と思われ、下限は17世紀である。

3．井戸跡

調査A区から1基、澗査B区から1基検出された。調査A区から検出されたものは、煙十上位に十和田a

降下火山灰が堆穣しており、井筒も板井・剥抜井筒であることから、時期は古代まで遡る可能性がある。調

査B区で検出された井戸の井筒は石井で、近世以降と思われる。

記載は、検出位悩の北側のものから順に行う。

N10井戸1号（第13･14図、写真図版6)

〈検出状況〉 調査A区、NlOグリッドⅢ屑上面で、黒褐色の円形状のプランを検出した。さらにその中央

部には、十和田a降下火山灰がほぼ円形プランをつくる。また、北東側から櫛状に張り出す黒褐色土の埋土

を検出しているが、本迪櫛に伴うかどうかは判断できなかった。

〈重複関係＞ 1号水路支流と重複している。断面埋土と平面形での切り合い関係の観察から、 1号水路支

流よりも、N10井戸1号の方が新しい。

〈規模・形状＞ 底面は、52cm×41cmの椛円形状で皿状を呈し、礫層が館出している。井筒本体より下部は

八戸火山灰層を掘り込んでおり、壁は円筒状に垂直に立ち上がる。井筒本体下部付近での壁の平面形は、

125cnl×122cm程の隅丸方形状を呈し、壁はやや外傾しながら立ち上がる。井筒本体より上部の壁は外傾し、

開口部付近では大きく広がりながら立ち上がる。開口部は、径296cm程のほぼ円形を呈し、開口部から底面

までの深さは325cmを測る。

〈井筒〉 井筒は、板井の剖抜井筒で、井戸検出面より170cTn程下部で出土した。巨木の幹の内部を例り抜

いたもので、樹種はカツラである。規模は、径65cnl，高さ41～82cnlを測る。井筒周囲には板状あるいは三

角板状の木片が巡らされており、これは本体部分の補強用であったと思われる。これら補強材にはクリ・コ

ナラが使用されている。井筒には直径lOCm程の穴が1カ所開けてある。

〈埋土〉 二分法により埋土の観察をおこなったが、安全のため上半部分と下半部分に分けて、記録をとっ

ている。埋土は3用に大別される。埋土上半部分には十和田a降下火山灰を主体とする層があり、凧色土と

ラミナ状に堆積しながら、およそレンズ状に分布しており、その様相から二次的に流れ込んだものと考えら

-21-

柱穴No. P84 P85 P62 P65 P101 P92 P88 P67 P98 P105

開口部径(cmi) 51×44 49×46 47×43 52×44 47×47 55×43 63×54 44×39 55×45 50×43

深 さ(qn) 54 45 36 43 55 55 73 41 43 32

底面標高(m) 119.61 119.68 119.73 119.66 119．59 119.59 119．37 119．64 119．68 119．73

柱穴No. P122 PlO8 P123 P124 P109 Pll9

開口部径(cm) 61×40 52×48 62×55 63×56 65×63 63×45

深 さ(cIn) 39 61 45 60 46 49

底面標高(m) 119.64 118.55 119.49 119．43 119．55 119.48
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